
劣化する鹿児島の沿岸域を
改善するための取り組み

〜企業を巻き込んだ藻場造成活動〜

山川町漁業協同組合

川畑 友和



自己紹介

・現在、定置網を操業

・略歴

名門？指宿高校を卒業後、茨城県

の大学校に進学。

その後、青森県六ヶ所村でウラン

濃縮工場の放射線管理業務に従事

・家族構成（妻一人、娘二人、雄猫１匹）

・昭和53年7月22日生（46歳）

・川畑 友和 (かわばた ともかず)



山川町漁業協同組合の紹介



地域の概要



地域の概要



地域の課題（磯焼け）



漁協としての環境保全活動

 山川町漁協は豊かな海を将来に繋げるために、昭和36年に
ワカメの造成を始め、平成18年からはヒジキやホンダワ
ラ、アマモ場の造成活動をしてきた。
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青年部としての環境保全活動

 さらに活動を促進するため、平成17年9月に山川町漁協青
年部を発足させ、藻場造成活動に取り組む一方、地元の小
学生に直接海に触れ合う機会として魚の放流体験を実施
し、目の前の海に親しみを持ってもらう活動もしている。

山川地区藻場保全会

（水産多面的機能発揮対策支援事業）

山川地区藻場保全会

（環境生態系保全対策支援事業）

山川町漁協青年部



青年部としての環境保全活動

 さらに活動を促進するため、平成17年9月に山川町漁協青
年部を発足させ、藻場造成活動に取り組む一方、地元の小
学生に直接海に触れ合う機会として魚の放流体験を実施
し、目の前の海に親しみを持ってもらう活動もしている。



山川の海の現実

平成21年の海底の状況



第１弾 藻場再生への挑戦

 平成21年より水産庁の“環境生態系保全対策支援事業”を活用し、
磯焼けしていた海域のガンガゼウニを徹底的に駆除。

afterbefore



藻場再生への挑戦

 ガンガゼウニを駆除した後に自生している海藻を投入し
胞子を供給。



ついに藻場が再生

平成26年の海底の状況



新たな敵が現れる
 平成26年には健全な藻場が再生したが、平成28年ごろか

ら徐々に分布域が小さくなり、平成30年には完全消失…
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胞子の状態で越夏

成熟期

成長期

発芽期 発芽期

放胞子

(℃) (成長率)

海藻の生活史(平成25年データ)



海水温と食植生魚類の関係

 近年の海水温の上昇により魚類の食害がひどくなっている。
(と言っても海藻を食べる魚類は増えているが以前からも生息していた)

 イスズミは水温16℃未満になると食欲が減少し、12℃以下になると海藻
を食べなくなる（水槽試験より）

平成25年の海水温 平成30年の海水温
(℃
)

(成長率) (℃
)

(成長率)

磯焼け



2023年と2024年の海水温データ比較
(10月〜12月)

この部分だけでも
2週間のずれが。。。



第２弾 藻場再生への挑戦

藻場が増えることで水産資源が増えたと
立証することは難しい…

藻場が減少したことで水産資源が減った
と感じることは確実にあると思います。



漁業者の藻場造成への機運が高まる

 単年生アマモの再生のために200mの食害対策ネットを
作成し、陸地と繋げることで5,000㎡の面積を確保



漁業者の藻場造成への機運が高まる

 単年生アマモの再生のために200mの食害対策ネットを
作成し、陸地と繋げることで5,000㎡の面積を確保



漁業者就業者数の現状と予測

平均で年約0.6万人減少

2035年には
約6万人？

海の動物性タンパク質の供給源

沿岸域の維持・管理・保全

不審船監視など国境監視機能



企業と一緒に取り組む

藻場造成を一緒にしたい！！
というニーズはあるが。。。

漁協や漁業者の海藻海草に対する
知識•経験•スキルが必要



アマモの種の選別

企業と学生と一緒に取り組む

アマモマット製作



成果を共有

モニタリング(5/7)

モニタリング(12/5)



成果を共有



2年目の成果

モニタリング(R6/12/27)

モニタリング(R6/12/12)





海藻のポテンシャル

気候変動対策

（CN）

持続的な水産業

（地域振興）

生態系保全

（NP）

多様な生物の住処、繁殖場所である藻場等は水産資源の回復とともに、

観光等の産業にもつながり、地域の振興をもたらす

ブルーカーボンは気候変動の緩和を通じて、漁

業、防災に不可欠な海洋の安定をもたらす

豊かな生態系は豊かな食だけではなく、医薬品

や化粧品の原料や観光、教育の場をもたらす

ブルーカーボンは気候変動

対策のみならず、

漁業、地域に不可欠な

コベネフィットをもたらす

※農林中央金庫安藤氏作成資料より



海藻のポテンシャル

サスティナビリティ

(Sustainability)

リジェネラティブ

(Regenerative)



鹿児島初！
Jブルークレジット認証



海藻の経済価値

コンブ場では 1.5万円/㎡/年
カジメ場では 1.7万円/㎡/年
ガラモ場では 2万円/㎡/年

⒉ 餌場としての価値(瀬戸内海のシロメバル)

ガラモ場では 54万円〜72万円/ha/年

⒊ 富栄養化の窒素やリンの吸収量

窒素の固定量 112g〜136gN/㎡/年
リンの固定量 7.8g〜8.5gP/㎡/年

平成21年の東京都の下水処理場における処理費用で推計すると

窒素 2,312万円〜2,812万円/ha/年
リン 1,034万円〜1,258万円/ha/年

⒈ 餌場としての価値(サザエ、ウニ、アワビ類)

haあたりの藻場の経済価値は
・餌場として

2億円＋72万円
・窒素やリンの吸収源として

2,812万円＋1,258万円

合計 2億4,142万円/ha/年



2023自然共生サイト認定

山川町漁協が、水産業と藻場の維持・回復を両立させてきた海域の 

一部を「山川の海のゆりかご（英名：Yamakawa Mother Sea）」

として行政、農林中金と連携し「自然共生サイト」に申請

漁協・漁業者主体の認定は全国初！！

当協議会の愛称の由来です！



G7 NbSワークショップ



企業の利益

環境への負荷 TCFD(気候関連財務情報開示ﾀｽｸﾌｫｰｽ)

TNFD(自然関連財務情報開示ﾀｽｸﾌｫｰｽ)
直接的に軽減

間接的に軽減

(気候への負荷情報開示)

(自然への負荷情報開示)

TCFD･TNFDとは



環境負荷の軽減

・直接的の場合

→企業が気候変動対策のための取り組みを

実施することで環境への負荷を軽減する。

 

・藻場造成活動に参画することによって

・漁業者のメリット

→資金や労力の援助

・企業のメリット

→ブルーカーボンの創出、生物多様性の保全



環境負荷の軽減

・間接的の場合

→企業が原材料を仕入れる際に、環境活動（自然再興）の中で

生産されたものを仕入れることで負荷の軽減する。

・漁業者のメリット

→新たなブランドの創生（価値の向上）

・企業のメリット

→気候変動対策や生物多様性の保全



農産物の新たな価値



農産物の新たな価値



水産物の新たな価値の創出

自然共生サイト認定の称号は水産物の
新たな価値を創出してくれることに期待！

 TCFDやTNFDの観点から原料調達先(間接的な環境負荷軽減)

として注目される可能性が。。。



新たな挑戦
（カギケノリの養殖技術の確立）



新たな挑戦
（カギケノリの養殖技術の確立）

養殖技術が確立した場合
⒈気候変動対策
⒉生物多様性の維持

⒊漁業者の新たな収入源



ご清聴ありがとうございました
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